
 

  

 

 

      

 

 

 

残暑が厳しい秋休みを終え、後期がはじまりました。読書の秋、スポーツの秋、楽しい秋休みを

過ごせたでしょうか。学校では、秋休みに陸上練習を行いました。練習には高屋中学校の陸上部の

卒業生も参加してくれていました。秋休みの最終日に、来年度入学予定者の就学時検診が行われ、

入学に向けての準備も進められているようです。 

後期には「るるる しらとりフェスタ」、しらとりカップ（ドッチボールクラスマッチ）、持久走

大会、もちつき会等々、学年や学校での行事がたくさん予定されています。それぞれの学年でしか

できない学習に積極的に取り組み、自分自身も気づかなかった自分自身のよさや強みを発見してほ

しいと思います。今年度の「るるる しらとりフェスタ」では、6年生が、オープニングから学年

を紹介したり進めたりしながら運営をしてくれます。最高学年としての第 18代組曲「白鳥」の練

習も基礎的な学習を終え、個人で友達と自主的な練習に入っています。学年で学ぶことに「自分か

ら粘り強く」取り組んでいきましょう。 

 

                                           
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【学校教育目標】 
より確かに より豊かに よりたくましく 伸びる ～新たな未来へ～ 
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講師   松田 亮 先生 
第２８回アテネオリンピック出場 （ 200ｍ / 4×100ｍリレー ） 

 

 

 

 暑い夏を乗り越えて、収穫の

秋を迎えています。5 年生は地

域の方、PTAの役員の皆さんの

協力をいただいて，稲刈りを行

うことができました。 

3 年生は、大根の種まきを行

いました。畑の土を柔らかく耕

していただき、畝の周りにはも

みがまいてあり、子供たちが歩

きやすいようにしていただいて

いました。ありがとうございま

した。これからの活動が楽しみ

です。 

 

 １０月３日に第 28 回アテネオリンピックで陸上競技に出場された松田亮先生にお越しいただき

6年生を対象として「陸上教室」を開きました。短い時間でしたが、速く走るための指導を受けて、

腕の振り方やスタート時の歩幅等についても丁寧に教えていただくことができました。子供たちの

走ることに対する意欲が向上していくと嬉しいです。指導者にとっても走り方の指導への具体的な

視点を教えていただくことができ、今後の指導にやくだてていきたいと考えています。6 年生の児

童は、「諦めずに一つのことを続けていくことの大切さを学んだ。」「少しの挫折であきらめないこ

と。」等、感想を話していました。また、10月下旬には、東広島市陸上記録会が予定されています。 

陸上練習の様子 「組曲白鳥」に向けて 



 

 
 

 

フロー体験 
小さな子どもたちが、道路の「縁石」をわざわざ歩く様子を見たことがある方は多いのではないでしょう

か？また、横断歩道の白い線だけをわざわざ踏んで横断する子どもも見たことがあるかもしれません。 

もちろん車との接触などの危険性があり、見過ごせない状況もあると思います。危険な時は絶対に声をか

けて、安全に歩行するようにしてあげてください。 

ところで、では、なぜ子どもたちは、「縁石」を歩きたがるのでしょうか？ 

これには、きちんとした心理学的理由があるのです。 

それが「フロー体験」と言われています。 

人間は、特に、子どもは、今の自分の限界を超えて「成長」したいと思っています。

しかし、これが自分の能力をはるかに超える挑戦だと「自分には無理」と最初からや

る気が出ません。逆に簡単すぎると、これも興味がわきません。自分の能力に対して、

「少し努力すればできそう」という挑戦には、やる気が出てきます。つまり、できる

かできないかぎりぎりの体験をすることにより、楽しさや充実感を覚えるのです。 

歩くのが未熟な子どもにとっては「縁石」は丁度よい「挑戦」なのです。そのできるかできないかの挑戦

をすることにより、歩行能力の成長につながっています。横断歩道の白い線を踏んで歩く行為も同じことと

言えます。「白い線を踏み外すとそこは深い谷で落ちてしまう」と自分で決めて、取組むことで、この場合は

「リズムよく、同じ歩幅で（同じ大股で）」歩くことの成長を獲得しているのだといわれています。 

子どもたちが、様々なことに挑戦したがるの

は、フロー体験を通して自分自身を成長させてい

るのです。 

子どもにやる気を出させるには、ちょっと努力

すれば成功可能な課題に取り組ませ、そして、実

現した時の喜びを体験し、それを他者と共有する

ことが大切なのかもしれません。 

 

大谷翔平選手も「マンダラチャート」を利用し

て、大きな目標を達成するための小さな目標を、

スモールステップで達成していったようです。 

 

https://dime.jp/genre/567605/ 
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